第11回教育委員会議録

開催日：平成23年3月3日（木）

時間　：15：30～16：00

場所　：病院　2階　会議室

記録者：上野ゆかり・大山栄光

出席者 :１８名
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　欠席の際は、速やかに欠席届を提出して下さい。

1） 研修関係進捗確認（日程や内容などの詳細報告）

【法人研修について】

第7回法人研修（2月18日実施終了ビデオ研修2/21.22実施終了）

内　容　「我が国の社会保障制度と介護保険制度」

～八戸市第5期介護保険事業計画について～

講　師　社会福祉法人　徳望会　
特別養護老人ホーム見心園　理事長　坂本美洋様
参　加　当日136名　参加率業務扱い含め78.5%

結果　最後の研修でもあり、現在第1回～7回の研修を含め個人の参加率を集計し報告書へ添付しています。

第7回の法人研修実施を経て今年度法人研修は終了としています。

【院内研修について】

第9回　院内研修（2月23.24日で実施終了）

内　容　「精神保健保健福祉法の歩みと人権擁護」

講　師　精神保健福祉士　山田　忍　

参　加　参加者：111名、業務扱い者：6名）
結果　アンケート集計等より、委員会としても年間2回精神保健福祉法については計

画しているが、講師側や企画担当者からももう少し具体的にテーマをしぼり研

修としたほうが、より研修内容としては充実できたのではないか。

第10回　院内研修（3月23･24日）

※医療事故対策に関する内容で、佐々木SGMに依頼中。内容の詳細は追ってお知らせします。講師の都合により3月22日23日へ日程変更調整中です。

今回の研修で今年度の院内研修は終了としています。

【苑内研修について】

第９回苑内研修

※じょくそうに関する内容で研修予定であったが、院長よりスタッフに多く見られる、ヘルニア対策として、エアロビクス講師の滝田めぐみさんを招いて、筋力アップ体操を行なう事としていましたが、講師との調整つかず、「じょくそうについて」のテーマで急遽実施しています。

内　容　「じょくそうについて」　

参　加　参加率：58％
結果　段取りの調整段階でも情報伝達期間などに不都合あっため、参加率の低さが考

えられる。

　第10回苑内研修

　　　※　現在研修内容再確認し調整中です。

2）委員会活動に対しての個人と委員会としての振り返り

・　初めてのことであり研修計画書作成等の一連の流れがよくわからなかった。

· 研修の内容をもっと職員の身につくような研修内容にしていかなければならいのではと感じている。そのためには研修の内容を講師まかせにしないで委員会のほうから講師に対してこのような内容での講義をしてほしいと依頼すべき。

· 委員会所有の物品を準備したほうがいいのではないか。例えばビデオ研修があるたびにビデオ等の機器を借用してこなければならない状況になっている。

· 研修の企画を提出すると修正するよう指示されてしまい、それまで準備していたこと無駄になってしまうことがあった。企画が始めからスムーズに通るように事前にもっと詰めるような仕組みにしていきたい。

· 医療福祉学会における各自の役割分担は適切だったのか。一部の委員に片寄ってしまっていたのでないか。委員会の全員が学会運営の役割を公平に分担しておかないと誰かが教育委員会をはずれたときには学会運営について何もわからないことになって大変なことになるのではないか。医療福祉学会運営についてのマニュアルが必要ではないか。

· 東委員長より

　　　委員会の年間計画を年度始めに詳しく説明しておいて、年の途中では今現在その計画のどこを進行しているのかについて話せればよかったなと反省しています。

